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平
成
1
8
年
の
成
人
式

力
　
1
月
4
日
（
水
）
交

流
研
修
施
設
「
さ
く
ら

館
」
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。　
今
年
の
成
人
式
に
は

町
内
（
出
身
者
を
含
む
）

の
新
成
人
5
4
名
が
晴
れ

姿
で
出
席
し
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
成
人
者
を

代
表
し
て
坪
谷
の
酒
井

淳
司
さ
ん
と
羽
坂
の
寺

原
綾
さ
ん
に
成
人
証
書

と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　
そ
し
て
、
小
林
町
長
が

「
若
者
ら
し
い
・
フ
レ
ッ

シ
ュ
“
な
感
覚
で
、
郷
土

を
育
て
る
輪
の
中
に
進
ん

で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
」

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
植
野
県
議
会

議
員
、
田
代
町
議
会
議
長

が
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ

た
後
、
寺
迫
の
黒
木
哲
さ

ん
が
「
自
分
の
責
任
に
お

い
て
行
動
し
、
郷
土
の
発

展
に
貢
献
し
た
い
」
と
誓

い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

殿
振
塀
1
8
年
消
防
出
初
式

薩
畷
．
の
部
で
第
5
部
（
坪
避

　
新
春
を
飾
る
消
防
出
初
式
が

1
月
5
日
（
木
）
、
町
総
合
グ
ラ

r

総合の部優勝の第5部団員ちょうちん落とし

劃

ウ
ン
ド
を
主

会
場
に
、
約

2
5
0
名
の

消
防
団
員
が

出
場
し
て
開

鐘　冠山
に
は

前
夜
の
雪
が

残
る
寒
風
の

中
、
点
検
で

は
各
部
と
も

日
頃
の
練
習

の
成
果
を
十

分
に
発
揮
し

た
見
事
な
三

一
を
披
露
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
予
備
団
員
も
含
め
た
2
4
チ
ー
ム
の

ホ
ン
プ
操
法
（
ち
ょ
う
ち
ん
落
し
）

き
び
き
び
し

た
動
き
に
大

き
な
歓
声
が

上
が
っ
て
い

ま
し
た
。
結

果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

楓　
　
　
　
’

躍
ひ
．

慮
　
　
　
ケ

で
は
、

彊

花を添えた山陰保育園の幼年消防隊

審査区分 第1位 第2位 第3位
ちょうちん落し（審査対象外）

総　合　の　部 第5部（坪谷） 第4部（羽　坂） 第10部（田　野）
部 タイム

操　練　　の　部 第8部（鶴野内） 第7部（寺　迫） 第1部（小野田）
第10部（田　野） 37秒77

第9部（八重原） 39秒27平成17年度操法大会

ﾌ部（夏季大会の部）
第5部（坪　谷） 第10部（田　野） 第4部（羽　坂）

第7部（寺　迫） 39秒47
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第r＠若山牧水全国乙こも短歌まつOl醗舗翻
　
1
2
月
2
6
日
（
月
）
、
町
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
及
び
中
央
公
民
館

に
て
お
い
て
第
5
回
若
山
牧
水

全
国
こ
ど
も
短
歌
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
部

　
坪
谷
中
学
校
3
年
水
野
ひ
と

み
さ
ん
の
司
会
の
も
と
、
全
国

こ
ど
も
短
歌
コ
ン
ク
ー
ル
の
表

彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、
5
、
1
5
6
首

の
中
か
ら
選
ば
れ
た
最
優
秀
賞
（
小

中
各
3
名
）
及
び
優
秀
賞
（
小

中
各
6
名
）
を
受
賞
さ
れ
た
皆

さ
ん
に
、
小
林
町
長
か
ら
記
念

の
盾
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
選
者
を
代
表
し
て
伊

藤
一
彦
先
生
か
ら
受
賞
作
品
に

対
し
て
の
講
評
が
あ
り
ま
し
た
。

第
二
部

　
宮
崎
駿
監
督
作
品
『
と
な
り

の
ト
ト
ロ
』
の
主
題
歌
な
ど
を

歌
う
井
上
あ
ず
み
さ
ん
に
よ
る

コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
子
供
た
ち
は
、
井

上
さ
ん
の
澄
ん
だ
歌
声
に
あ
わ
せ
、

「
さ
ん
ぽ
」
や
「
ビ
リ
ー
ブ
」

を
歌
う
な
ど
、
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

第
三
部

　
会
場
を
中
央
公
民
館
に
移
し
、

第
3
1
回
牧
水
か
る
た
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
町
内
の
小
中
学
◆

校
と
美
々
津
中
学
校
の
児
童
生

徒
が
参
加
し
て
、
チ
ー
ム
対
抗

の
部
と
個
人
戦
で
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。
読
み
手
が
上
の

句
を
読
み
始
め
る
と
、
　
「
は
い
」

と
大
き
い
声
が
館
内
に
響
き
、

緊
張
感
が
漂
い
清
々
し
く
見
え

ま
し
た
。

【
競
技
結
果
】

◆
チ
ー
ム
対
抗
戦

【
小
学
生
の
部
】

優
勝
　
朝
の
山
（
福
瀬
小
）

2
位
　
青
　
潮
（
東
郷
小
）

3
位
　
香
貫
山
（
福
瀬
小
）

4
位
　
唄
こ
え
（
福
瀬
小
）

5
位
　
若
　
竹
（
坪
谷
小
）

6
位
　
粉
河
寺
（
東
郷
小
）

【
中
学
生
の
部
】

優
勝
　
山
さ
く
ら
（
坪
谷
中
）

2
位
　
ひ
っ
そ
り
（
東
郷
中
）

3
位
　
霧
　
　
島
（
東
郷
中
）

◆
個
人
戦

【
小
学
生
の
部
】

優
勝
　
川
越
水
生
（
川
瀬
小
）
9
8
枚

優
勝
　
川
村
瑞
季
（
四
面
小
）
9
8
枚

3
位
　
三
浦
俊
希
（
東
郷
小
）
9
6
枚

3
位
　
河
野
美
彩
紀
（
越
表
小
）
9
6
枚

5
位
　
菊
池
麗
奈
（
東
郷
小
）
9
5
枚

5
位
　
海
野
智
紀
（
越
表
小
）
9
5
枚

【
中
学
生
の
部
】

優
勝
　
黒
木
由
喜
子
（
東
郷
中
）
㎜
枚

2
位
　
岩
田
酒
中
（
東
郷
中
）
9
9
枚

2
位
　
川
越
牧
人
（
東
郷
中
）
9
9
枚

短
歌
尾
鈴
短
歌
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ご
よ
み

逝
き
し
夫
が
あ
い
せ
し
み
日
暦

を
入
院
の
日
よ
り
め
く
る
人
な

く
淋
し
く
さ
が
る

　
　
　
　
　
　
黒
木
ピ
サ

少
子
化
に
幼
児
虐
待
絶
え
る

な
く
異
状
な
社
会
罪
は
い
ず

れ
に
　
　
　
　
　
　
三
浦
園
男

　
　
　
　
　
　
し
　
ふ
く

一
念
を
秘
め
て
雌
伏
の
時
に

耐
え
高
橋
尚
子
は
頂
点
に
立

つ　
　
　
　
　
　
木
村
映
一

い
ま
し
が
た
梢
に
揺
る
る
葉

を
染
め
て
今
日
秋
の
一
日
の

暮
る
る

　
　
　
　
　
　
小
山
貞
代

底
冷
え
の
す
る
体
育
館
に
サ

ー
ク
ル
の
楽
し
き
声
が
大
き

く
響
く

　
　
　
　
　
　
若
藤
美
智
子

趣
味
を
も
つ
人
は
明
る
し
吾

が
日
々
の
心
明
る
く
生
き
て

ゆ
く
べ
し

　
　
　
　
　
　
橋
口
忠
孝

里
人
ら
過
疎
化
は
言
わ
ず
受

け
継
ぎ
し
神
楽
ば
や
し
を
聞

く
は
な
つ
か
し

　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

偽
装
せ
し
姉
歯
の
責
め
は
問

は
る
る
も
周
り
の
人
ら
の
偽

装
や
憎
し

　
　
　
　
　
　
岩
木
幸
美

夕
食
に
少
し
み
ど
り
を
入
れ

た
し
と
霜
に
打
た
れ
し
ピ
ー

マ
ン
添
え
る

　
　
　
　
　
　
岩
木
富
子

朝
日
待
ち
鎌
の
手
入
れ
に
て

こ
ず
り
つ
馴
れ
ぬ
土
手
切
る

虎
刈
り
た
の
し

　
　
　
　
　
　
佐
藤
鈴
子

初
詣
は
災
害
事
件
の
少
な
き
を

祈
念
し
ま
す
と
年
賀
に
記
す

　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

　
　
ね

尾
鈴
嶺
の
み
歌
刻
み
し
碑
を
仰

ぎ
小
柄
な
る
師
の
面
影
偲
ぶ

　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

短
日
の
冬
の
陽
沈
む
山
の
端
に

淡
き
夕
日
の
き
ら
め
き
て
お
り

　
　
　
　
　
　
木
村
秋
男

柚
子
取
り
て
備
え
の
食
に
と

二
つ
三
つ
残
し
て
吾
は
冬
至

待
ち
お
り

　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子
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1
2
月
2
0
日
（
火
）
、
中
央
公
民
館

に
お
い
て
「
東
九
州
自
動
車
道
東

郷
町
内
緊
迫
地
区
設
計
協
議
確
認

書
調
印
式
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
調
印
式
に
は
、
寺
迫
区
の

関
係
組
合
長
立
会
の
も
と
、
町
長
、

寺
迫
区
長
、
町
議
会
議
長
、
西
日

本
高
速
道
路
㈱
延
岡
工
事
事
務
所

長
、
県
土
木
部
高
速
道
路
対
策
局

長
が
設
計
内
容
、
図
面
を
確
認
し
、

調
印
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
用
地
測
量
等
を
実
施

し
、
工
事
が
順
次
始
ま
り
ま
す
。

　
な
お
、
「
東
九
州
自
動
車
道
」
は

現
在
「
清
武
・
西
都
」
間
で
開
通

し
て
お
り
、
東
郷
町
・
寺
迫
区
を

通
過
す
る
区
間
は
4
㎞
で
す
。

》曾新春賀詞交歓熱間雪目ヨ壁壷飛
　
1
月
1
1
日
（
水
）
、
交
流
研
修
施

設
「
さ
く
ら
館
」
で
各
団
体
等
の

代
表
者
5
0
名
が
出
席
し
て
新
春
賀

詞
交
歓
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
林
町
長
、
田
代
町
議
会
議
長
、

植
野
県
議
会
議
員
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

黒
木
区
長
会
長
の
乾
杯
で
懇
談
の

幕
が
開
き
、
出
席
者
は
、
そ
れ
ぞ

れ
新
年
の
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
て

い
ま
し
た

　
1
月
1
5
日
（
日
）
、
町
交
流
研
修

施
設
「
さ
く
ら
館
」
で
、
町
P
T

A
協
議
会
（
石
田
栄
蔵
会
長
）
主

催
に
よ
る
、
平
成
1
7
年
度
町
P
T

A
研
究
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
開
会
式
で
の
表
彰
、

全
体
会
で
は
福
難
山
P
T
A
塩
月

泰
隆
さ
ん
と
坪
谷
中
P
T
A
矢
野

良
さ
ん
の
発
表
、
ま
た
北
方
慈
眼

禅
寺
の
久
義
正
意
先
生
の
「
あ
の

子
も
、
こ
の
子
も
、
み
ん
な
我
が
子
」

と
題
し
た
講
演
が
あ
り
、
大
変
充

実
し
た
意
義
深
い
大
会
と
な
り
ま

し
た
。

鰯
赫
諭
・

　
平
成
1
7
年
度
の
日
向
地
区
リ
ト

ル
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
に
お
い
て
、

東
郷
キ
ッ
カ
ー
ズ
ジ
ュ
ニ
ア
（
部
員
”

東
郷
小
・
坪
谷
小
児
童
1
8
名
）
が

優
勝
し
ま
し
た
。

　
同
リ
ー
グ
は
、
日
向
・
入
郷
地

区
内
の
全
リ
ト
ル
サ
ッ
カ
ー
チ
ー

ム
に
よ
る
総
当
り
戦
で
試
合
を
行

っ
て
お
り
、
同
チ
ー
ム
は
、
5
勝

3
分
の
好
成
績
で
、
チ
ー
ム
結
成

以
来
2
5
年
、
初
め
て
の
優
勝
を
勝

ち
取
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
チ
ー
ム
キ
ャ
プ
テ
ン
の

三
浦
俊
希
く
ん
（
東
郷
小
6
年
）

が
年
間
得
点
王
（
1
4
点
）
と
な
り
、

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
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腱童・生徳②樋鞠酷烈ξ驚ゆ慰
　9月の台風14号の災害により旧東郷橋付近の国道327号が《図1》のように一部決壊

したため、児童・生徒の通学路の安全が十分に確保できない状況が続いています。

　特に、旧東郷橋付近の横断歩道は、子ども達だけでの横断が大変危険で、毎朝、保護者に

よる登校指導が行われています。

　災害復旧工事完了まで、当分の間、今の状態が続く見込みですので、ドライバーの皆さま見込みですので、ドライバーの皆さま

は、子ども達が登下校時に横断歩道

を横断しようとする際は、車を停車

する等．横断が安全に行われるよう

協力をお願いします。

　なお、全国では、交通事故や不審

者による事件等、子ども達の安全確

保が危惧される事件が後を絶たちま

せん。地域の皆さまには、日頃から

子ども達にご注意いただき、事故や

事件等に巻き込まれることのないよう

見守りをお願いします。

慧ミ

　
　
所

　　
号
醗

職
／蕊、

　
　
、

　
t
、

《図1》

←羽坂

＼
日向

　
＼
＼

旧東郷橋

　
　
＼

　
＼
＼

『こ㌦
ぎ．　　　一1一

ミ婆＼購

災害以来保護者‘

塗
議
．
．

．雛一

丁鋼濯
　　台風災害により決壊した国道

拳
・

　
道
の
駅
の
南
側
に
あ
る
身
障
者
用
ト

イ
レ
が
、
焦
げ
て
い
ま
し
た
。

　
誰
が
こ
ん
な
こ
と
を
し
た
の
で
し
ょ

う
か
？

　
以
前
、
東
屋
の
壁
に
ひ
ど
い
落
書
き

も
あ
り
ま
し
た
。

　
み
ん
な
が
気
持
ち
よ
く
使
え
る
よ
う

（A
に
こ
ん
な
こ
と
は
や
め
て

　
ほ
し
い
も
の
で
す
。
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環矧晦囲鰯醸i獺瞬繍騰勢　　　　　離灘
【国民健康保険被保険者証の取り扱いについて】

　平成18年2月25日の日向市との合併に伴い、現在交付している被保険者証の回収及び新しい日向市の被保険者証の

交付を次のように取り扱います。

　　現在交付している被保険者証の有効期限は2月28日までとなっていますので、3月1日からは新しい被保険者証

　が交付されます。

＝封幽総＝　’日｝7

　●組合長を通じて行います。

　●2月中旬に各国民健康保険世帯主宛に回収用の封筒と説明文を送付します。

　●回収時にこの回収用封筒に古い被保険者証を入れて組合長にお渡しください。

コ　歩　咀【ム＝　　厩

①一斉更新

　●組合長を通じて行います。

　●2月末日までに新しい被保険者証が組合長から配布されます。

②資格異動による交付

　●組合長へ発送後に国民健康保険資格を取得した場合は役場（東郷町地域自治センター）窓口で交付します。

壽野司降＝　　嗣

　●2月28日までに国民健康保険資格を取得した場合は役場（東郷町地域自治センター）窓口で交付します。

　●現在交付しているものは、一一般被保険者証と兼用で1枚になっていますが、3月1日以降は一般被保険者証とは

　　別に交付されます。

●対象者には一般の被保険者証と高齢受給者証がそれぞれ1枚ずつ交付されます。

＊75歳以上の方に交付している老人医療受給者証についても、国民健康保険被保険者証と同様に回収
　及び交付を行います。

お願い

條険証
τ

国民健康保険税滞納世帯への新被保険者証の交付は『窓口交付』になります。

滞納のある世帯は早急に納付されるようお願いします。

◆国民健康保険に加入している世帯には、詳しい内容を記した文書を送付します。（2月中旬）

【はり・きゅう・マッサージ施設利用者証の取り扱い】

合併協定に基づき、はり・きゅう・マッサージ施設利用者証を次のように取り扱います。

　＝　　　’；＝

　●現在交付している利用者証の有効期限は2月24日になります。　　　　　　　　　　　男

　●2月25日から2月28日までの間は、移行調整期間として利用を控えていただくようお願いします。

●3月1日からは国民健康保険加入者のみが利用できます。

o　　　　　■贋　　　　　「　▼　　　　　　　　　●●　　　　　　　P
自　　　■　　　」旨　’　　　　冒唇　’　　‘

●現在利用している国保加入者は、助成金請求の際に日向市国保はり・きゅう・マッサージ施術受診券の交付申請

　書を合わせて提出します。

　●新規の方は、東郷町地域自治センター（役場）の窓口でも利用申請が行えます。

◆現在利用されている方には、詳しい内容を記した文書を送付します。（1月下旬）

’7 ．．．‘ ﾟ　　．　　■
・　　　　・　　　　；　　L，

・● @●●　．

二二
2月地区巡回健康相談 2月の行事予定表

期　日 会　　　　場 受付時間 期　日　　場　　　所　　受付時間
話そや会（糖尿病⊃ントロール教室）

大谷地区営農研修センター 9：00～9：15
8日（水）さ　　く　　ら　館　　　9：30

1日目水）

小野田多目的集会施設 11：00～11：15 リハビリ教室
3日（金） や　　す　　ら　　ぎ　　館 9：30～10：00

9日（木）シルバーセンター　　10：30

乳児健康診査
山ノロ集落センター 9：30～9：45 15日（水）やすらぎ館12：30～13：00

7日（火）

落　　鹿　　公　　民　　館 11：00～11：15 3歳児健康診査
15日（水）やすらぎ館13：00～13：30

中　　尾　　公　　民　　館 9：30～9：45

いきいき元気塾14日（火）

庭　　田　　公　　民　　館 11：00～11：15 16日（木）やすらぎ館　　　9：30

長　　崎　　集　　会　　所 9：30～9：45 さくらんぼの会
23日（木）やすらぎ館　　10：00

17日（金） 日　：田　尾　集　会　所 11：00～11：15 1人当たり医療費（平成17年3月～平成17年8月）単位・円

広瀬生活改善センター 13：30～13：45 東　郷　町

福瀬下村公民館 9：00～9：15 1人当たり医療費1順位
市町村平均

21日（火）

鳥　　川　　公　　民　　館 11：00～11：15 一般 123，025　118 114，202

退職 203，846　111 184，866

中野原団地集会所 9：00～9：15

老健 405．207110 402，66228日（火）

中野原1地区コミュニティセンター 11：00～11：15

合計 219．89815 199，207

扇
や
す
ら
ぎ
館

實
6
9
1
3
3
6
7

2月1日から7日までは「生活習慣病予防週間」です
　「内臓脂肪　減らして防ぐ　生活習慣病」をスローガンに、本年度厚生労働省では特に「メタボリックシンドローム（内

臓脂肪症候群）」に重点を置いた普及啓発を行います。

　「メタボリックシンドローム」とは、肥満・高脂血症（脂質異常）・高血圧症・糖尿病のうち、軽度でも肥満を含む3つ以上

を併せ持っている状態をいいます。

　「肥満気味」、「血糖値が高め」、「血圧が高め」、「中性脂肪が高め」などは、いずれも気になる症状ですが、「ちょっとく

らいなら大丈夫…」と油断しがちです。ところが個々の症状が軽度でも、肥満を含むこれらの危険因子が重なると、動脈

硬化の危険性が高まり、心臓病や脳卒中を引き起こす恐れがあります。

□内臓脂肪型肥満
　　ウエスト周囲径が、男性　85cm以上

　　　　　　　　　　女性　90cm以上
　※ウエスト周囲径の測り方は、おへその高さに巻尺を
　　あわせ測ります。

　「内臓脂肪型肥満」＋下記の2つ以上の項目が当ては
　まるとメタボリックシンドロームです。

□血清脂質
　　　中性脂肪（トリグリセリド）値　150㎎／誕以上

　　　HDLコレステロール値　　　　40㎎／（琵以下

□血圧最高血圧値　　　　　一
　　　　　　　　　・3・㎜Hg以上幽マ紺

　　　　　最低血圧値　　　　　　廓　・

　　　　　　　　　85㎜Hg以上　　◎

□血糖値　空腹時血糖値　110㎎／d4以上

□食生活習慣　●1日3食、規則正しく食べよう

　　　　　　　●栄養バランスのとれた食事をしよう

讐　・ド　讃・昏　　最≡

　　　　　　●ゆっくりかんで、腹八分目にしよう

□運動習慣　●仕事や家事の合間に、意識して体を動かそう

　　　　　　●1日1万歩を目標に歩こう

　　　　　　●週に2日は1回30分以上の運動をしよう

□その他の生活習慣　　　　　　　♪　　夙
　　　　　　●禁煙を実行しよう　、．襯

　　　　　　●お酒は適量を守ろう

ぶ　　　　　　　（日本酒換算で1日1合まで）　　　　　　●眠りやすい環境をつくり、快適な睡眠を

　　　　　　●趣味の時間やリラックスタイムを設け、ス

　　　　　　　トレス解消を

　　ボランティアさん募集！！

　リハビリ教室をサポートしてくださる方を募集しています。

　体に障害のある方を対象に、月1回シルバーセンターで体

操やレクレーションなどを行っています。

　次回2月9日（10：30～14：30）に一度活動を見学に来ませんか？

●申し込み先　69－3367（保健福祉課：保健係）

認．・　　．　　薩’‘ドアー 。●　・●　．
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◆
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら

　
な
い
人

　
平
成
1
8
年
1
月
1
日
現
在
、
住

民
登
録
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
町
内

に
住
ん
で
い
る
人
で
、
前
年
（
平
成

17

N
1
月
～
1
2
月
）
中
に
所
得
が

あ
っ
た
人
で
す
。

　
な
お
、
平
成
1
7
年
分
の
確
定
申

告
書
を
税
務
署
へ
提
出
す
る
人
や
、

勤
務
先
な
ど
か
ら
年
末
調
整
済
み

の
給
与
支
払
報
告
書
が
役
場
に
提

出
さ
れ
た
人
は
申
告
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
給
与
所
得

以
外
に
所
得
が
あ
っ
た
人
や
、
給

与
所
得
者
で
も
、
医
療
費
控
除
や

雑
損
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
人

は
申
告
が
必
要
で
す
。

◆
申
告
を
し
な
い
と
？

　
所
得
の
な
い
人
で
も
申
告
を
し

な
い
と
、
①
扶
養
手
当
認
定
、
児

童
手
当
、
保
育
所
入
所
、
公
営
住

宅
の
入
居
、
奨
学
金
貸
付
申
請
な

ど
に
必
要
な
所
得
証
明
書
の
交
付

が
受
け
ら
れ
な
い
。
②
国
保
税
の

減
免
申
請
が
で
き
な
い
等
、
さ
ま

騒
　
　

｝
義

ざ
ま
な
制
約
が
生
じ
ま
す
。

◆
申
告
時
に
必
要
な
書
類

　
等
は
？

　
申
告
に
は
次
の
書
類
が
必
要
で

す
。
申
告
ま
で
に
必
ず
準
備
し
て

お
い
て
下
さ
い
。

●
日
稼
ぎ
や
出
稼
ぎ
又
は
パ
ー
ト

　
で
収
入
の
あ
っ
た
方

・
事
業
主
（
雇
い
主
）
か
ら
の
賃
金

　
の
支
払
証
明
書
（
事
業
主
か
ら

　
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
が
あ

　
つ
た
方
は
不
要
）

●
農
林
業
・
畜
産
に
よ
り
収
入
の

　
あ
っ
た
方

・
田
畑
で
生
産
し
た
作
物
、
作
付

　
面
積
の
明
ら
か
に
な
る
も
の

・
農
産
物
等
（
米
、
み
か
ん
、
柿
、

　
野
菜
、
椎
茸
等
）
の
収
穫
量
又

　
は
販
売
金
額
を
証
明
す
る
も
の

　
（
販
売
先
か
ら
の
出
荷
証
明
書
等
）

・
平
成
1
7
年
中
に
支
払
っ
た
必
要

　
経
費
の
領
収
証
（
農
機
具
、
事

　
業
用
ト
ラ
ッ
ク
等
の
購
入
費
、

　
雇
人
費
、
土
地
改
良
費
、
燃
料

　
費
、
地
代
、
事
業
用
借
入
資
金

　
の
利
息
明
細
書
、
農
作
業
委
託

　
料
の
領
収
書
等
）

・
肉
沼
牛
の
せ
り
市
場
に
お
け
る

　
売
り
渡
し
証
明
書
（
1
0
0
万

　
円
未
満
の
子
牛
の
売
却
所
得
に

　
つ
い
て
は
、
所
得
税
、
住
民
税
に

　
限
り
家
畜
市
場
の
売
却
証
明
書

　
が
あ
れ
ば
免
税
所
得
と
な
り
、

　
そ
の
証
明
書
が
な
い
場
合
に
は

　
課
税
所
得
と
な
り
ま
す
。
）

●
土
地
や
建
物
の
譲
渡
、
貸
土
地
、

　
貸
家
又
は
立
木
の
売
却
等
の
あ

　
つ
た
方

・
そ
の
収
入
及
び
支
出
の
明
ら
か

　
に
な
る
書
類
等
（
契
約
書
又
は

　
支
払
明
細
書
、
必
要
経
費
の
領

　
収
書
等
）

※
公
共
の
用
地
買
収
に
よ
る
補
償

　
金
が
あ
っ
た
場
合
も
申
告
が
必

　
要
で
す
。

●
そ
の
他
の
所
得
の
あ
っ
た
方

・
そ
の
収
入
及
び
支
出
の
明
ら
か

　
に
な
る
書
類
等
（
収
支
計
算
書
、

　
家
計
簿
等
）

●
各
種
年
金
、
共
済
金
、
恩
給
等

　
を
受
給
し
て
い
る
方

・
平
成
1
7
年
中
の
源
泉
徴
収
票
又

　
は
年
金
等
支
払
い
通
知
書

●
保
険
契
約
に
基
づ
き
受
け
取
っ

　
た
生
命
保
険
又
は
満
期
返
戻

　
金
等
の
一
時
的
な
収
入
の
あ
っ

　
た
方

・
保
険
会
社
等
支
払
先
発
行
の
支

　
払
証
明
書

【
そ
の
他
に
持
参
す
る
も
の
】

・
印
鑑

・
平
成
1
7
年
中
に
支
払
っ
た
生
命

保
険
料
、
個
人
年
金
の
保
険
料
、

国
民
年
金
保
険
料
、
火
災
保
険

等
損
害
保
険
料
の
証
明
書
等

・
所
得
税
確
定
申
告
に
よ
り
、
還

付
申
告
（
払
い
戻
し
請
求
）
を
行

い
た
い
方
は
、
勤
め
先
交
付
の

源
泉
徴
収
票

・
所
得
が
あ
り
、
前
年
の
医
療
費

の
控
除
を
受
け
た
い
方
は
、
病

院
及
び
調
剤
薬
局
等
の
領
収
書

又
は
医
師
の
通
院
証
明
書

◆
所
得
税
の
確
定
申
告
が

　
必
要
な
方
は
？

○
昨
年
中
の
所
得
の
合
計
が
、
基

　
礎
控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養

　
控
除
等
控
除
額
の
合
計
を
超
え

　
る
方

○
給
与
所
得
者
で
給
与
の
年
収
が

　
2
千
万
円
を
超
え
る
方
、
又
は

　
給
与
所
得
や
退
職
者
所
得
以

　
外
の
所
得
が
2
0
万
円
（
肉
用
牛

　
の
免
税
所
得
を
含
む
）
を
超
え

　
る
方

○
給
与
所
得
者
で
、
昨
年
中
2
ヵ

　
所
以
上
か
ら
給
与
の
支
払
を
受

　
け
て
い
る
方
で
、
年
末
調
整
を

　
さ
れ
な
か
っ
た
従
た
る
給
与
収

　
入
額
と
そ
の
他
の
所
得
金
額
の

　
合
計
額
が
2
0
万
円
を
超
え
る
方

◆
所
得
税
の
還
付
に
つ
い
て

　
源
泉
徴
収
さ
れ
た
又
は
予
定
納

税
を
し
た
所
得
税
が
納
め
過
ぎ
に

な
っ
て
い
る
方
は
、
そ
の
還
付
を
請

求
す
る
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
申
告
書
は
、
延
岡
税
務
署

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
な
る

べ
く
早
く
申
告
書
を
提
出
し
、
過

納
と
な
っ
て
い
る
所
得
税
の
還
付

を
請
求
し
て
下
さ
い
。

　
特
に
次
の
よ
う
な
方
は
、
所
得

税
が
納
め
過
ぎ
に
な
っ
て
い
な
い

か
ど
う
か
、
十
分
ご
確
認
下
さ
い
。

○
給
与
所
得
者
で
、
雑
損
控
除
や

　
医
療
費
控
除
、
住
宅
取
得
控
除
、

　
寄
付
金
控
除
、
政
党
等
寄
付
金

　
控
除
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で

　
き
る
方

○
平
成
1
7
年
中
に
勤
務
先
を
退
職

　
さ
れ
た
後
、
再
就
職
さ
れ
な
か

　
つ
た
方
で
、
年
末
調
整
を
行
わ

　
な
か
っ
た
方

○
退
職
所
得
の
あ
っ
た
方
で
、
そ
の

　
所
得
を
含
め
て
申
告
す
る
こ
と

　
で
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
に

　
つ
い
て
、
特
別
減
税
の
適
用
が
で

　
き
る
方

◆
税
務
署
か
ら
所
得
税
確
定

　
申
告
の
案
内
が
あ
っ
た
方
へ

　
延
岡
税
務
署
か
ら
直
接
申
告

書
用
紙
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
郵
送

さ
れ
、
申
告
相
談
日
の
来
場
案
内

が
あ
っ
た
方
は
、
次
の
日
程
に
申

告
を
済
ま
せ
て
下
さ
い
。

▽
日
時
　
3
月
1
日
（
水
）
・
2
日
（
木
）

　
　
　
午
前
8
時
3
0
分
か
ら

　
　
　
午
後
4
時

前
場
所
　
美
郷
町
（
西
郷
ニ
ュ
ー

　
　
　
ホ
ー
プ
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
電
話
6
6
－
2
1
3
0

瓢匪
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瑠
住民税等申告梱轍㎜闘圃閣閣膿四直書眸度課税分

月日（曜日） 地　区 受付対象地区 申告受付時間 受　　付　　会　　場

2／8（水）

]迫・福瀬 �c・鵜戸木・日田尾 P3：00～16：00

2／9（木）

ｻの他の区 ｻの他の組合 P3：00～16：00

町中央公民館第4研修室

ｦ自賠頭数4頭以上の世帯のみ

2／13（月） 越　　表
剞�E一松露・下渡川 P3：30～15：30

越表生活改善センター

2／14（火） 仲　　深
[谷・野々崎 P3：00～15：00

仲深地区集落センター

2／15（水） 坪　　谷
ﾔ井笠・上ノ原 P3：00～15：00

2／16（木） 坪　　谷
P3：00～15：00

坪谷地区多目的研修施設

2／20（月） 羽　　坂
･野・羽坂・沖之水流・小長野 P3：00～15：00

羽坂地区生活改善センター

2／21（火） 鶴野内 O田・中水流・下村・住宅 P3：00～15：00

2／22（水）

ｪ重原 鞫S域 P3：30～15：00

鶴野内コミュニティセンター

ｪ重原地区高齢者プラザ

2／23（木） 迫野内 件縺E東下・地内 P3：00～15：00
迫野内地区多目的集会施設

2／28（火） 田　　野 区全域 9：30～11：30 田野地区集落センター

3／3（金） 福　　瀬
��ｴ3・雲斗・住宅 P3：00～15：00

3／6（月） 福　　瀬
ｺ村・鳥川 P3：00～15：00

黒瀬区公民館

3／7（火） 福　　瀬 広瀬・日田尾・鵜戸木 9：30～11：30

3／8（水） 寺　　迫
��E長崎 P3：00～15：00

3／9（木） 寺　　迫

草鹿一　一　■　一　冒　一　　　■　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　『　一　－　冒　『　〒　〒　冒　冒　一　一　■　冒

對浴E山ノロ P3：00～15：00

甲声区公民館

3／13（月） 小野田
蜥J・小野田1・2 P3：00～15：00

町中央公民館第4研修室
3／14（火）

3／15（）
町内全域 各地区で申告できなかった者

9：00～11：00

P3：00～15：00

　
な
お
、
指
定
日
に
申
告
で
き

な
い
場
合
、
税
務
課
で
は
受
付

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
延
岡
税
務

署
で
申
告
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
申
告
者
へ
の
お
願
い

　
会
場
で
の
待
ち
時
間
と
申
告
時

間
を
短
縮
す
る
た
め
、
事
前
準
備

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
農
業
収
入
（
水
稲
）
に
つ
い
て
は
、

す
べ
て
収
支
計
算
に
な
っ
て
い
ま
す
。

該
当
者
に
は
事
前
に
収
支
内
訳
書

を
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
申
告

に
は
必
ず
作
成
し
た
も
の
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

②
肉
用
言
飼
育
者
で
母
牛
4
頭
以

上
を
飼
育
し
て
い
る
人
を
対
象
に
、

2
月
8
日
（
水
）
・
9
日
（
木
）
に
申

告
受
付
を
行
い
ま
す
。
案
内
を
受

け
て
い
る
人
は
資
料
等
を
持
参
し

て
こ
の
日
に
申
告
を
済
ま
せ
て
く

だ
さ
い
。

、、

A
工

高
告
に
関
す
る

相
談
は
お
気
軽
に
…

税
務
課
　
課
税
係

電
話
6
9
1
3
9
0
4

鋤●彊震・●ヨ醇賭禰鮭
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遡
　　妻こ」一

了り

2
円
の
璽
溺
擶
謬

ビ
デ
オ
上
映
会

☆
1
0
日
（
金
）
1
6
時
0
0
分
～

『
ま
ん
が
日
本
昔
ぱ
な
し
』
よ
り

「
鉢
か
つ
ぎ
姫
」

二
軒
家
の
婆
」

「
ね
ず
み
経
」

「
に
ん
じ
ん
と
ご
ぼ
う
と
だ
い

こ
ん
」

☆
お
話
し
会

　
1
5
日
（
水
）
1
0
時
3
0
分
～

さ
く
ら
鵤
の
言
動
日

　
6
日
・
1
1
日
・
1
3
日
・
2
0
日
・
2
2
日
・

　
2
3
日
・
2
4
日
・
2
7
日

※
2
2
日
・
2
3
日
・
2
4
日
は
、
合
併

　
準
備
の
た
め
休
館
日
と
し
ま
す
。

醐
醐
藁
蕎
紹
開

一
般
図
書

・
生
協
の
白
石
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
白
石
昌
則
著

　
東
京
農
工
大
生
協
の
「
ひ
と

こ
と
カ
ー
ド
」
に
寄
せ
ら
れ
る

要
望
や
ユ
ニ
ー
ク
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
に
、
誠
実
で
機
知
に
富
ん
だ

回
答
を
し
て
く
れ
る
生
協
の
白

石
さ
ん
。
お
か
し
く
て
癒
さ
れ
る
、

学
生
と
白
石
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
「
ひ
と
こ
と
カ

ー
ド
」
の
傑
作
選
。

そ
の
他

・
感
情
力

　
　
　
　
　
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ル
ロ
ー
ル
著

・
な
ぜ
女
は
出
産
す
る
と
賢
く
な

　
る
の
か

　
　
　
　
　
キ
ャ
サ
リ
ン
・
エ
リ
ソ
ン
著

・
蒼
宥
の
昴
1
・
2
・
3
・
4

　
　
　
　
　
　
　
浅
田
次
郎
著

・
人
気
の
1
0
0
円
お
か
ず
4
3
1

・
氷
点
　
上
・
下

　
　
　
　
　
　
　
三
浦
綾
子
著

・
脳
と
魂
　
　
　
　
養
老
孟
司
著

・
い
の
ち
の
リ
レ
ー

　
　
　
　
　
　
川
久
保
美
紀
著

・
お
い
し
い
キ
ム
チ
と
韓
国
お
か
ず

　
　
　
　
　
　
　
金
　
榮
愛
著

・
ス
ピ
ー
チ
に
強
く
な
る
！

・
ひ
げ
う
さ
ぎ
先
生
の
だ
れ
で

　
も
書
け
る
文
章
教
室

　
　
　
　
　
　
ひ
げ
う
さ
ぎ
著

・
あ
な
た
の
そ
ば
で

　
　
　
　
　
　
　
野
中
　
柊
著

・
世
界
き
の
こ
図
鑑

　
　
　
　
　
　
ト
マ
ス
・
レ
ソ
ェ
著

・
千
日
紅
の
恋
人

　
　
　
　
　
　
　
帯
木
蓬
生
著

・
白
骨
花
図
鑑
　
　
甘
糟
幸
子
著

・
て
あ
そ
び
・
う
た
あ
そ
び
ベ

　
ス
ト
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
石
丸
由
理
編
著

・
「
米
粉
」
で
ヘ
ル
シ
ー
新
食
感
！

　
お
い
し
い
簡
単
レ
シ
ピ

　
　
　
　
　
　
今
別
府
靖
子
著

・
り
ん
ご
の
お
菓
子

　
　
　
　
　
　
　
信
太
康
代
著

・
生
姜
と
葱
の
本
　
　
蘇
川
博
著

・
掃
除
の
達
人
に
な
る
！

　
　
　
　
　
　
　
阿
部
絢
子
著

・
カ
ー
ド
は
手
作
り
が
楽
し
い
！

　
　
　
　
　
　
井
上
由
季
子
著

・
告
白
　
　
　
　
　
町
田
　
康
著

・
雨
恋
　
　
　
　
　
松
尾
由
美
著

・
↓
度
作
れ
ば
見
な
く
て
作
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
中
島
有
香
著

・
寒
天
健
康
レ
シ
ピ

　
　
　
　
　
　
　
鎌
田
　
實
著

・
武
道
の
原
点

　
　
　
　
　
　
　
宇
城
憲
治
著

・
介
護
・
福
祉
の
仕
事
を
め
ざ

　
す
本

　
　
　
　
成
美
堂
出
版
編
集
部
編

・
子
ど
も
た
ち
は
夜
と
遊
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
辻
村
深
月
著

・
長
い
旅
の
途
上
　
　
星
野
道
夫
著

・
果
て
し
な
き
渇
き

　
　
　
　
　
　
　
深
町
秋
生
著

児
童
図
書

・
ラ
イ
オ
ン
ボ
ー
イ
3
　
カ
リ

　
ブ
の
決
闘

　
　
　
　
　
　
ジ
ズ
！
・
コ
ー
ダ
ー
著

　
ラ
イ
オ
ン
た
ち
と
別
れ
、
両

親
に
再
会
し
た
チ
ャ
ー
リ
ー
に

新
た
な
魔
の
手
が
…
。
カ
リ
ブ

海
で
運
命
の
闘
い
が
始
ま
る
。

ネ
コ
語
を
話
す
チ
ャ
ー
リ
ー
の

勇
気
と
感
動
の
大
冒
険
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
3
部
作
の
完
結

（
小
学
校
上
学
年
・
中
学
生
対
象
）

そ
の
他

・
世
界
で
一
番
の
贈
り
も
の

　
　
　
　
　
マ
イ
ケ
ル
・
モ
ー
パ
ー
ゴ
作

（
小
学
校
上
学
生
・
中
学
生
対
象
）

・
魔
の
カ
ー
ブ
の
謎

　
　
　
　
ロ
ー
ラ
・
E
・
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
著

（
小
学
校
上
学
年
・
中
学
生
対
象
）

・
お
よ
げ
な
か
っ
た
カ
バ
「
モ
モ
」

　
　
　
　
　
伊
藤
雅
男
写
真
・
文

（
小
学
校
上
学
年
・
中
学
年
対
象
）

・
発
想
力
を
ア
ッ
プ
！
な
ぞ
解

　
き
ト
リ
ッ
ク
・
イ
ラ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
村
瀬
尚
子
著

（
小
学
校
上
学
年
・
中
学
年
対
象
）

・
秘
密
の
と
び
ら
レ
ス
ト
ラ
ン

　
　
　
　
　
か
と
う
く
み
こ
絵

（
小
学
校
中
学
生
対
象
）

・
ぶ
き
み
な
音
レ
ス
ト
ラ
ン

　
　
　
　
た
か
い
よ
し
か
ず
絵

（
小
学
校
中
学
年
対
象
）

・
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
の
暗
号

　
　
　
　
ブ
ル
ー
・
バ
リ
エ
ッ
ト
著

（
中
学
生
対
象
）

・
ゆ
め
み
る
ダ
ン
ゴ
ム
シ

　
　
　
　
　
　
阿
部
夏
丸
さ
く

（
小
学
校
初
学
年
対
象
）

え
ほ
ん

・
ば
す
く
ん
　
　
み
ゆ
き
り
か
さ
く

　
ば
す
く
ん
は
路
線
バ
ス
。
も

う
長
い
こ
と
働
い
て
き
た
の
で

く
た
び
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で

も
一
生
懸
命
働
い
て
る
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
あ
る
日
、
新
型
バ
ス

が
導
入
さ
れ
て
、
ば
す
く
ん
は

山
奥
の
バ
ス
会
社
に
売
り
に
出

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
…
。
く
じ

け
る
な
、
ば
す
く
ん
一
：
ち
い

さ
な
く
れ
よ
ん

　
　
　
　
　
　
篠
塚
か
を
り
作

・
ま
ん
げ
つ
の
よ
る
に

　
　
　
　
　
　
　
木
村
裕
一
作

・
こ
ね
こ
の
お
ん
ぶ

　
　
　
　
　
　
長
　
新
太
さ
く

・
も
の
ぐ
さ
太
郎

　
　
　
　
　
　
肥
田
美
代
子
文

・
ぼ
く
の
え
ん
そ
く

　
　
　
　
　
　
　
穂
高
順
也
作

・
世
界
を
旅
す
る
［
、
大
迷
路
」

　
　
　
　
　
ア
ン
ナ
・
ニ
ル
セ
ン
作
・
絵

・
と
な
り
の
た
ぬ
き

　
　
　
　
　
せ
な
け
い
こ
作
・
絵

・
た
ま
ご
に
い
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
あ
き
や
ま
た
だ
し
作
・
絵

・
た
ま
ご
ね
え
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
あ
き
や
ま
た
だ
し
作
・
絵

・
き
つ
ね
と
ぶ
ど
う

　
　
　
　
　
　
　
坪
田
譲
治
作

・
く
う
き
の
か
お

　
　
　
　
ア
ー
サ
ー
・
ビ
ナ
ー
ド
構
成
・
文

・
ま
ほ
う
つ
か
い
と
ね
こ

　
　
　
　
　
せ
な
け
い
こ
作
・
絵

・
と
べ
た
よ
ハ
リ
ー

　
　
　
　
　
キ
ム
・
ル
イ
ス
さ
く

※
他
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
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　　げ　　インフォメーション6P贈
放
送
大
学
平
成
1
8
年
度

第
1
学
期
学
生
大
募
集
一
・

　
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
等
を
活
用
し
て
大
学
教
育

を
行
っ
て
い
る
国
が
設
置
し
た

正
規
の
通
信
制
4
年
制
大
学
で

す
。
自
宅
で
目
的
や
興
味
に
応

じ
て
1
科
目
か
ら
受
講
で
き
る

ほ
か
、
所
定
の
単
位
を
修
得
す

る
と
、
学
士
（
教
養
）
の
学
位

が
取
得
で
き
る
と
と
も
に
、
各

種
国
家
試
験
の
受
験
資
格
が
得

ら
れ
た
り
、
1
次
試
験
が
免
除

に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
入
学
試

験
は
無
く
、
短
期
大
学
・
専
門

学
校
な
ど
か
ら
も
3
年
次
編
入

学
が
可
能
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
放
送
大
学
宮
崎

学
習
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

○
募
集
学
生

［
教
養
学
部
］

●
全
科
履
修
生
（
卒
業
を
目
指

す
学
生
）

●
選
科
履
修
生
（
1
年
間
在
学

す
る
学
生
）

●
科
目
履
修
生
（
1
学
期
間
「
6

ケ
月
」
在
学
す
る
学
生
）

［
大
学
院
］

●
修
士
科
目
生
（
1
学
期
間
「
6

ヶ
月
」
在
学
す
る
学
生
）

●
修
士
選
科
生
（
1
年
間
在
学
す

る
学
生
）

○
開
設
授
業
科
目

［
教
養
学
部
］
人
文
・
社
会
・
自
然
・

産
業
な
ど
の
幅
広
い
分
野
の
約

3
0
0
科
目
「
大
学
院
】
総
合
文
化
・

政
策
経
営
・
教
育
開
発
・
臨
床

心
理
な
ど
4
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

○
入
学
料

全
科
履
修
生
／
2
2
、
0
0
0
円

選
科
履
修
生
／
　
8
、
0
0
0
円

科
目
履
修
生
／
　
6
、
0
0
0
円

大
学
院
修
士
科
目
生

　
　
　
　
　
／
1
2
、
0
0
0
円

大
学
院
修
士
選
科
生

　
　
　
　
　
／
1
6
、
0
0
0
円

○
授
業
料

［
教
養
学
部
］

1
単
位
当
た
り
　
5
、
0
0
0
円

［
大
学
院
］

1
単
位
当
た
り
1
0
、
0
0
0
円

（
ど
ち
ら
も
教
材
費
込
み
）
・

○
授
業
開
始
　
　
　
　
　
　
　
・

　
平
成
1
8
年
4
月
1
日
（
土
）

○
受
付
期
間

　
平
成
1
8
年
2
月
2
8
日
（
火
）

ま
で
（
本
部
必
着
）

○
資
料
請
求
・
問
合
せ
先

　
放
送
大
学
宮
崎
学
習
セ
ン
タ
ー

　
電
話
5
3
1
1
8
9
3

華年国際交流事業に

　　　　　参加しませんか

宮崎県の最低賃金が改正されました

改正された金額及び発効日は次のとおりです。

　内閣府では、将来を担う国際感覚豊かな青年

を育成するため、様々な国際交流事業を実施し

ています。

　現在、平成18年度の「国際青年育成交流」

「日本・中国青年親善交流」　「日本・韓国青年

親善交流」　「世界青年の船」　「東南アジア青年

の船」事業の参加青年（18歳～30歳）を募

集しています。

【問合せ先】

○内閣府政策統括官（共生社会政策担当）付国

　際交流第1担当

　電話　03－3581－1181

0宮崎県庁青少年男女参画課

　電話　0985－26－7041

　　　　　　区　分業　種 改正後の時
ﾔ額　（円）

発　効　日

宮崎県最低賃金※ 608 H17．10．　1

肉製品、乳製品製造業 636 H17．12．24

産
業
別
最
低
賃
金

電気機械器具等製造業 664 H17．12．31

各種商品小売業 649 H17．12．24

自動車（新車）小売業 678 H17．12．31

※宮崎県最低賃金は・業種等に関係なく・また・パートタ　　　○宮崎県庁青少年男女参画課

　イマー・アルバイト等を含む全ての労務者に適用されます・　　　電話　0985－26－7041
【問合せ先】

　宮崎労働局賃金室　電話0985－38－8836
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螢
繧
だ
透

　
1
月
期
東
臼
杵
郡
市
子
牛
品

評
会
、
並
び
に
児
湯
郡
市
子
牛

品
評
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
成
績
に
つ
い
て
は
次
の
と
お

り
で
す
。

東
臼
杵
郡
市
共
進
会

【
雌
子
牛
の
部
】

・
福
町
　
高
尾
ふ
さ
美

　
た
か
あ
き
4
3
号
　
弐
等
賞

・
羽
坂
　
福
永
　
雄

　
か
つ
ふ
く
1
6
6
号
　
参
等
賞

・
羽
坂
　
福
永
　
雄

　
か
つ
ふ
く
1
6
7
号
　
参
等
賞

・
迫
野
内
　
三
浦
　
豊

　
は
る
つ
る
の
5
号
　
参
等
賞

・
迫
野
内
　
黒
木
博
文

　
く
ろ
ぎ
8
5
号
　
　
参
等
賞

【
去
勢
の
部
】

・
仲
里
　
若
杉
善
男

　
三
太
号
　
優
等
賞
四
席

・
羽
坂
　
福
永
　
雄

　
勝
福
1
7
2
号
　
　
壱
等
賞

・
福
瀬
　
関
野
安
弘

　
安
茂
号
　
弐
等
賞

団
体
成
績
　
n
位

児
湯
郡
市
子
牛
共
進
会

【
雌
子
牛
の
部
】

・
寺
迫
　
海
野
善
文

　
ふ
く
ひ
か
り
号
　
　
弐
等
賞
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　　カルチャー講座

tラワーアレジメント教室
@　～春の花を素敵に飾りましょう～

　　パソコン基礎講座2日間コース

pソコン初心者対象の基礎コース

`これからパソコンを始める方を対象にウインドウズ

@の操作や文字入力の基礎の習得をめざします～

日　　　時 平成18年3月7日置火）　10時～12時 期間・時間 平成18年3月2日（木）～3月3日（金）9時～16時

定　　　員 20名（申込順） 定　　　員 20日置申込順）

受　講　料 2，300円（材料費込） 受　講　料 5，000円（テキスト貸出）

申込締切 3月1日（火） 申込締切 2月16日（木）
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@蕎

_r、　　　　、ミ

@沸曳
nl
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初心者のパソコン基礎講座3月コース
pソコン初心者対象の基礎コース～ワード、エクセル基礎の習得をめざします～

@〈．

@掃・・

聰話習r ﾙ
守
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御

期間・時間

平成18年3月6日（月）～3月17日（金）　月～金曜日

潤[ドコース　午前9時～12時
Gクセルコース　午後1時～4時
ｦ両コース申込できます

定　　　員 各コース　20名（申込順）

受　講　料 各コース　12，000円（テキスト代願）

申込締切 2月20日（月）
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諸
塚
山
山
開
三

　
古
く
か
ら
神
山
と
し
て
旧
高

千
穂
郷
の
信
仰
の
対
象
と
な
つ

　
て
い
た
諸
塚
山
で
、
「
第
2
1
回
諸

塚
山
山
開
き
」
が
、
3
月
5
日

に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
諸
塚
山
は
標
高
1
，
3
4
2

　
m
で
、
ア
ケ
ボ
ノ
ツ
ツ
ジ
、
ブ
ナ
、

ミ
ズ
ナ
ラ
の
天
然
林
が
広
が
り
、

豊
か
な
自
然
が
満
喫
で
き
、
冬

の
寒
い
日
に
は
樹
氷
を
見
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
通
常
で
す
と

ハ
イ
キ
ン
グ
気
分
で
片
道
1
時

間
程
で
山
頂
ま
で
登
れ
ま
す
が
、

例
年
積
雪
が
あ
り
ま
す
の
で
、

タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
、
雪
に
対
応

で
き
る
靴
な
ど
の
ご
用
意
を
お

勧
め
し
ま
す
。

　
場
所
は
、
諸
塚
村
の
北
側
で

高
千
穂
町
と
の
境
に
あ
っ
て
国

道
5
0
3
号
の
飯
干
峠
か
ら
車

で
1
0
分
ほ
ど
上
っ
た
六
峰
街
道

轟．
〆

沿
い
が
登
山
口
で
す
。

ご
家
族
、
お
友
達
お
誘
い
合
わ

せ
の
上
、
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

期
日
　
3
月
5
日
（
日
）

場
所
　
諸
塚
山
・
飯
干
緑
地
広
場

日
程
　
受
付
　
午
前
9
時
か
ら

　
　
　
開
会
式
典
　
9
時
3
0
分

　
　
　
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
　
一
0
時

※
注
　
六
峰
街
道
は
、
諸
塚
山

の
東
側
・
日
諸
峠
付
近
が
災
害

で
全
面
通
行
止
め
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
諸
塚
村
観
光
協
会

　
電
話
6
5
1
0
1
7
8

昌「貯場
所

昌「貯場
所

町

式

〕

2
月
1
9
日
（
日
）

午
前
1
0
時

町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

及
び
町
中
央
公
民
館

庁

2
月
2
4
日
（
金
）

午
後
3
時

役
場

再
馨
る
よ
L

’式

〕
’丁へ幾

サ

イ富
ク乃
ル露広酒翻尊
卑

〕

マ
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
〕

日
時
　
2
月
7
日
（
火
）

　
　
午
前
9
時
か
ら

場
所
　
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ー
ル
デ
ン
ゴ
ー
ル
ズ

　
　
春
季
キ
ャ
ン
プ

　
欽
ち
ゃ
ん
こ
と
萩
本
欽
一
さ

ん
が
監
督
を
務
め
る
社
会
人
野

球
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
「
ゴ
ー
ル

デ
ン
ゴ
ー
ル
ズ
」
日
向
キ
ャ
ン

プ
が
2
月
4
日
か
ら
1
2
日
ま
で

の
9
日
間
、
お
倉
ケ
浜
総
合
公

園
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
今
回
も
、
選
手
が
清
掃
作
業

や
農
産
物
の
収
穫
に
挑
む
「
欽

ち
ゃ
ん
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
が
計

画
さ
れ
て
お
り
、
本
町
で
は
富

結
露
酒
造
店
で
焼
酎
の
瓶
詰
作

業
な
ど
を
行
い
ま
す
。
約
1
時

間
の
欽
ト
レ
で
す
が
、
選
手
の

み
な
さ
ん
う
ま
く
で
き
る
で
し

ょ
う
か
？

日
時
　
2
月
7
日
（
火
）

　
　
午
前
8
時
3
0
分

場
所
　
富
乃
露
酒
造
店

日
時
　
2
月
1
2
日
（
日
）

　
　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

難
1

〔
簸
繋
置

　
日
向
市
と
の
合
併
に
伴
い
、

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
の
サ
ー
ビ
ス
が
一
時

停
止
い
た
し
ま
す
。

■
停
止
す
る
期
間

　
平
成
1
8
年
2
月
2
7
日
か
ら
3

　
月
6
日
の
間

■
停
止
す
る
業
務

　
①
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付

　
②
住
民
票
の
広
域
交
付

　
③
電
子
証
明
書
発
行
申
請

毒
魂
朋

　
忌
明
け
と
し
て
、
次
の
方
か

ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会

福
祉
の
た
め
の
善
意
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
（
1
月
1
0
日
ま
で
受
付

た
分
）《
香
典
返
し
》

◎
寺
迫
の
黒
木
敬
子
さ
ん
よ
り

（一

�
ｳ
ん
逝
去
）

◎
福
瀬
の
直
野
廣
義
さ
ん
よ
り

（
益
夫
さ
ん
逝
去
）

◎
坪
谷
の
矢
野
　
等
さ
ん
よ
り

（一

v
さ
ん
逝
去
）

◎
坪
谷
の
三
浦
文
人
さ
ん
よ
り

（
治
郎
吉
さ
ん
逝
去
）

◎
京
都
府
の
南
崎
妙
子
さ
ん
よ
り

（
中
岡
イ
セ
子
さ
ん
逝
去
）

《
快
気
祝
い
》

◎
坪
谷
の
那
須
和
昭
さ
ん
よ
り

▲
粗
布
畢
吻

　
　
（
1
2
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

黒 池 赤
ち

木 北 や
ん

水字 奈・ の

晶・ 々な
氏
名

秀 恵 保
明 二 薯
寺 小
野 住

迫 田 所

結
婚
お
幸
せ
に

（ 一 （海吉 黒稲 塩黒

野川 木田 月木
氏

真 美和
名

明悟 行久 沙介

寺 都 坪 坪 日 鶴 住
農 向 野
迫 町 谷 谷 市 内 所

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

中 柿 三 中 直 矢 黒 佐 稲

村 本 浦 岡 野 野 木 伯
田 氏

ハ ス 次 イ ミ

ル 工 郎 セ
益 一　→

一
忠
ツ

ヱ ノ 吉 子 夫 夫 二 儀 工
名

84 85 95 89 89 74 72 83 79 年
歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 齢

牧 寺 牧 小 福 坪 寺 牧 坪 住
水 水 野 水
園 迫 園 田 瀬 谷 迫 園 谷 所
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　　　ゆ奪坪谷幼稚園φ

「ゆきがっせん」

　　　　坪谷区本村組合

　　　　　　　きょう　こ
　　　　小室響子ちゃん（㈲

　　　　父　工さん
　し：饗

　　’　母　美穂子さん

　　　　○好きな食べ物は何ですか？

　　　　　カレー

　　隔○好きな遊びは何ですか？

　　　　　てつぼう

　　．　○大きくなったら何に

野鵬嘉触、

　　　　　　坪谷区　赤井笠組合
　　　　　　　　　あ　す　か
　　　　　　三浦明日酷ん㈱

　　　　　　父　浩司さん
　　　　　　母　由香さん

　　　　　　O好きな食べ物は何ですか？

　　　　　　　くだもの

　　　　　　○好きな遊びは何で
　　　　　，　　すか？
　　　　　　　すなあそび
　　　～　　○大きくなったら何に
　　　　　　　なりたいですか？
　　　　　　　およめさん

璽鋤

あ
ア
　
　
　
　
　
　
確
・

「
わ
た
し
の
か
ぞ
く
」

　　　　　　　　　

翻◎誘籐
囚囲賞囲閨賞閨主計
「日向市・東郷町

合併記念ウォーク」

　1月15日（日）、新日向市誕

生に向けた記念ウォークが開

催されました。

　参加者約170人は、日向市

からはお船出の湯、東郷町か

らは役場をスタTト地点として、

市町境の鳥川地区を目指しま

した。

　鳥川の合流地点を目前に4

頭の鹿の出迎えを受けるなど

自然と親しみながらのウォー

キング大会となりました。

表
紙
牧
水
の
う
た
の
解
説都
甲
欣
　
一

幼
く
て
見
し
ふ
る
里
の
春
の
野
の

忘
れ
か
ね
て
野
火
は
見
る
な
り
（
山
桜
の
歌
）

　
こ
の
歌
は
、
大
正
十
年
「
野
火
」
と
題
し
て
詠
ん
だ
八
首
の
中
の
一
首
で

第
十
四
歌
集
『
山
桜
の
歌
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
早
春
の
歌
で
あ
る
。

　
歌
の
意
味
は
「
幼
い
と
き
に
見
た
ふ
る
さ
と
の
春
の
野
火
、
そ
の
煙
が

た
ち
こ
め
て
い
る
春
の
野
を
忘
れ
ら
れ
な
く
て
、
赤
く
燃
え
て
い
る
野
火

を
じ
っ
と
見
て
い
る
。
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
解
説
で
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
「
野
火
は
、
早
春
に

野
山
の
枯
れ
草
を
焼
く
火
で
あ
る
（
野
焼
き
の
火
）
。
牧
水
は
野
火
の
炎

や
煙
を
眺
め
る
の
が
好
き
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
牧
水
に
と
っ
て
野
火
は
、

郷
愁
を
誘
う
存
在
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ふ
る
さ
と
の
坪
谷
で
幼

い
時
に
見
た
野
火
が
忘
れ
ら
れ
な
い
か
ら
だ
と
歌
っ
て
い
る
の
が
、
こ
の

歌
で
あ
る
。
坪
谷
で
の
自
然
体
験
が
牧
水
の
感
性
の
根
本
に
あ
る
と
言

え
る
。
」

　
こ
の
歌
を
詠
ん
だ
大
正
十
年
の
早
春
の
時
期
を
調
べ
て
み
る
と
、
当
時

は
沼
津
に
居
て
三
月
下
旬
に
第
十
三
歌
集
『
く
ろ
土
』
を
出
版
し
て
い
る
。

四
月
二
十
六
日
に
は
四
人
目
の
子
供
が
生
ま
れ
た
。
男
の
子
で
富
士
人

と
命
名
し
て
る
。
「
牧
水
が
最
も
愛
し
、
そ
し
て
香
貫
の
家
か
ら
正
面
に

仰
ぐ
秀
峰
富
士
に
ち
な
ん
だ
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
旅
人
、
み
さ
き

（
岬
）
、
真
木
子
（
母
マ
キ
）
。
い
ず
れ
も
牧
水
が
愛
す
る
も
の
か
ら
名
を
と

っ
て
い
る
。
子
供
た
ち
に
対
す
る
牧
水
の
父
親
と
し
て
の
率
直
な
愛
の
表

現
で
あ
っ
た
。
」
と
牧
水
の
風
景
（
塩
月
眞
著
）
に
書
か
れ
て
い
る
。
五
月

に
入
り
、
八
日
に
東
京
で
『
く
ろ
土
』
の
出
版
記
念
祝
賀
会
が
開
か
れ
、
こ

れ
に
出
席
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
時
期
で
あ
っ
た
。
（
伊

藤
一
彦
著
「
命
の
破
片
」
、
大
谷
和

子
著
「
名
歌
即
訳
・
若
山
牧
水
」
、

塩
月
眞
著
「
牧
水
の
風
景
」
よ
り
）
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	祝　２０歳

	平成18年消防出初式－総合の部で第５部（坪谷）が連続優勝

	若山牧水全国乙こも短歌まつり
	高速道路調印式

	新春賀詞交歓会
 
	町PTA研修大会

	日向地区リトルサッカーリーグ優勝！

	児童・生徒の通学路の安全確保にご協力を！
 
	2月1日から7日までは「生活習慣病予防週間」です
	東郷町国民健康保険からお知らせ

	住民税等の申告相談がはじまります－習慣／２月８日（水）～３ガツ１５日（水）

	放送大学－平成18年度第１期学生大募集！

	青年国際交流事業に参加しませんか
	宮崎県の最低賃金が改正されました
	ちびっこギャラリー　坪谷幼稚園 
	街の話題－「日向市・東郷町合併記念ウォーク」



